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イエスの言景

『わた（は復捲であり令である。わた（

を信ｒる者は死んでも生きる。生きてい

てわた（を信ｒる者はだ弧も渋（て死鍾

ことはない｡』

壁言(ヨハネ塙号者〃章２３茅～２６扉）

牧師河合裕志

なんという言葉。大きな言葉。力強い言

葉。人類はこれまでこんな言葉を耳にした

ことがあるのかな。なかったのでは？

これはまともな人の口にする言葉？ず

いぶんと大見得を切っているよう。自信た

っぷり。嫌気がさしてくる？

イエスの友人ラザロが死んで４日、ラザ

ロの姉妹マルタがイエスに「主よ、もしこ

こにいてくださいましたら、わたしの兄弟

は死ななかったでしょうに」と嘆く。これ

に対してイエスは言って聞かせた。

「わたしを神の子と信じる者は死んでも

生きるよ。あなたが死んだ時、復活させる

よ。永遠の国。天国に生きるにふさわしい

新しい命を与えるよ。私は復活であり命で

ある。人々を復活させ永遠の命を与える｣。

これはもう信じる他ない。信じられればハ

ピー。

もう一つ、「生きていてわたしを信じる者

はだれも決して死ぬことはない」とはどう

いうこと？決して死なないなんて人はど

こ捜してもいないんじやない？平均男７

９年、女８５年も生きれば大体は世におさ

らばすることになっている。

「決して死ぬことはない」とは肉体的に

は完全に死ぬのだけれどそれを境として復

活する、新しい命、天国に生きるにふさわ

しい霊的な命に生きるようになることを言

１

ったもの。

死でいったんはスパッと断絶するんだ。

でもその瞬間イエスは全能の力を発揮して

わたしをよみがえらせる。これって「決し

て死ぬことはない」と言ってもいいので

は？これはやはり信じる他ない。

このあとイエスはラザロの葬られた洞穴

式の墓に向かって「ラザロ、出て来なさい」

と大声で叫んだところ全身グルグルと布で

巻かれたラザロが生き返り墓からヌーと出

て来た。これってイエスが人を復活させる

力の保持者であることを証明するためのも

の。けどラザロはまた何年か生きてやがて

死を迎えたろう。そしてその時こそ本当の

復活の時、イエスの大能によりもはや二度

と死なない命へと復活することになるから。

「このことを信じるか」と言われてマル

タは答える。「はい主よ、あなたが世に来ら

れるはずの神の子、メシア（キリスト）で

あるとわたしは'信じております｣｡素晴らし

い信仰を表明したもの。私達もそうであっ

たら幸い。そしていずれ私にも復活。永遠

の命の待っていることを信じ朗らかに歩も

う。

集会案内

特別伝道礼拝

日時６月２８日（日）午前１０時１５分

説教者横浜菊名教会戸波義憲牧師

説教題「輝き続けるために」

主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分

子どもの教会：毎日曜日午前９時

中高校生会：毎日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い：第４水曜日午前１０時
オリーブの会（読書会）：第３月曜日午前１０時
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